
特集 ●

　平
成
27
年
度
の
北
本
市
の

検
診
と
、そ
の
後
の
精
密
検
査

で
、が
ん
の
人
が
33
人
見
つ
か

り
、治
療
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　年
々
治
療
技
術
が
進
歩

し
、が
ん
は
早
期
に
発
見
し
て

治
療
す
れ
ば
、か
な
り
治
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。検
診
、そ
し
て
必
要
な

精
密
検
査
は
、必
ず
受
け
ま

し
ょ
う
。

　現
代
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
様
々
な
情
報
を
得
や
す

い
状
況
で
す
が
、情
報
の
正
し

さ
を
見
極
め
る
こ
と
も
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。が
ん
に

つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

自
分
や
家
族
の
健
康
管
理
が

で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。

　が
ん
は
自
分
に
は
関
係
な

い
と
思
う
人
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、今
、日
本
で
は

男
性
の
約
３
人
に
２
人
、女
性

の
約
２
人
に
１
人
は
一
生
の

う
ち
に
何
ら
か
の
が
ん
に
か

か
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、全
て

の
人
に
と
っ
て
が
ん
は
他
人
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　原
因
が
わ
か
ら
な
い
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、多
く
の
が
ん

は
、良
い
生
活
習
慣
を
身
に
付

け
る
こ
と
で
、「
な
り
に
く
く

す
る（
予
防
す
る
）」こ
と
が
で

き
ま
す
。し
か
し
、完
全
に
防

ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。そ
の

た
め
、生
活
習
慣
の
改
善
に
よ

り
が
ん
に
な
る
リ
ス
ク
を
下

げ
な
が
ら
、早
期
発
見
の
た
め

の
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

は
、こ
の
図
の
中
の
生
活
習
慣

等
が
原
因
で
起
こ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。つ
ま

り
、生
活
習
慣
に
気
を
配
る
こ

と
で
、が
ん
に
な
り
に
く
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

　が
ん
の
原
因
は
、全
て
が
明

ら
か
な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。し
か
し
、多
く
の
調
査
か

ら
、次
の
よ
う
な
こ
と
が
判
明

し
て
い
ま
す
。

　上
の
グ
ラ
フ
は
日
本
人
の

が
ん
の
中
で
、生
活
習
慣
等
が

原
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
割

合
で
す
。「
全
体
」の
項
目
に
示

さ
れ
た
、男
性
の
が
ん
の
53・

３
％
、女
性
の
が
ん
の
27・８
％

　一年の始まり、色々な願いに胸を膨らませる時ですね。願ったことに向かって行動できる
身体づくりはとても大切です。今回は身近な病気である「がん」について正しく知り、生活の
中でできることを考えてみませんか？

〝がん〟になりにくい暮らしかたのコツ

願掛けもいいけど、それだけでは防げません！
がん

出典：国立がん研究センターがん情報サービス

「
予
防
」＋「
早
期
発
見
」が
重
要
で
す
。

日本人におけるがんの要因

一年の計は

！？
がん

元旦にあり

山田医院

山田 憲次先生
…５つの健康習慣のうち０または１つのみ
　実践した場合のリスクを１００とした場合

この中の
２つでも改善すれば

15％もリスクが減ります！
できるところから
始めましょう！

禁煙する

身体を動かす

節酒する
食生活を
見直す

適正体重を

維持する

リスク
軽減！

② ①2018年1月１日発行 広報きたもと No.959

喫煙
受動喫煙

感染

飲酒

塩分摂取

過体重・肥満

野菜摂取不足

果物摂取不足

運動不足

全体

２９．７％
０．２％

０％

０％
０～１ ２ ３ ４ ５

２０％ ４０％ ６０％

２２．８％

９％

１．９％
０．８％

０．７％

０．７％
０．３％

５３．３％

男性
喫煙

受動喫煙

飲酒

過体重・肥満

塩分摂取

果物摂取不足

運動不足

野菜摂取不足

ホルモン剤使用

全体

５％

感染 １７．５％

１．２％

０％ ２０％ ４０％ ６０％

２．５％

１．６％

１．２％
０．８％

０．６％

０．４％
０．４％

２７．８％

女性

２０％

４０％

６０％

８０％

１００％
男性 女性

８６％８６％

７２％７３％

６１％
６８％

５７％

男性で43%リスクが低下
女性で37%リスクが低下

６３％

健康づくり課（☎594-55４４）

959_P28-31特集.indd   26 2017/12/15   17:41:39

特集 ●

　平
成
27
年
度
の
北
本
市
の

検
診
と
、そ
の
後
の
精
密
検
査

で
、が
ん
の
人
が
33
人
見
つ
か

り
、治
療
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　年
々
治
療
技
術
が
進
歩

し
、が
ん
は
早
期
に
発
見
し
て

治
療
す
れ
ば
、か
な
り
治
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。検
診
、そ
し
て
必
要
な

精
密
検
査
は
、必
ず
受
け
ま

し
ょ
う
。

　現
代
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
様
々
な
情
報
を
得
や
す

い
状
況
で
す
が
、情
報
の
正
し

さ
を
見
極
め
る
こ
と
も
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。が
ん
に

つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

自
分
や
家
族
の
健
康
管
理
が

で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。

　が
ん
は
自
分
に
は
関
係
な

い
と
思
う
人
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、今
、日
本
で
は

男
性
の
約
３
人
に
２
人
、女
性

の
約
２
人
に
１
人
は
一
生
の

う
ち
に
何
ら
か
の
が
ん
に
か

か
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、全
て

の
人
に
と
っ
て
が
ん
は
他
人
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　原
因
が
わ
か
ら
な
い
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、多
く
の
が
ん

は
、良
い
生
活
習
慣
を
身
に
付

け
る
こ
と
で
、「
な
り
に
く
く

す
る（
予
防
す
る
）」こ
と
が
で

き
ま
す
。し
か
し
、完
全
に
防

ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。そ
の

た
め
、生
活
習
慣
の
改
善
に
よ

り
が
ん
に
な
る
リ
ス
ク
を
下

げ
な
が
ら
、早
期
発
見
の
た
め

の
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

は
、こ
の
図
の
中
の
生
活
習
慣

等
が
原
因
で
起
こ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。つ
ま

り
、生
活
習
慣
に
気
を
配
る
こ

と
で
、が
ん
に
な
り
に
く
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

　が
ん
の
原
因
は
、全
て
が
明

ら
か
な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。し
か
し
、多
く
の
調
査
か

ら
、次
の
よ
う
な
こ
と
が
判
明

し
て
い
ま
す
。

　上
の
グ
ラ
フ
は
日
本
人
の

が
ん
の
中
で
、生
活
習
慣
等
が

原
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
割

合
で
す
。「
全
体
」の
項
目
に
示

さ
れ
た
、男
性
の
が
ん
の
53・

３
％
、女
性
の
が
ん
の
27・８
％

　一年の始まり、色々な願いに胸を膨らませる時ですね。願ったことに向かって行動できる
身体づくりはとても大切です。今回は身近な病気である「がん」について正しく知り、生活の
中でできることを考えてみませんか？

〝がん〟になりにくい暮らしかたのコツ

願掛けもいいけど、それだけでは防げません！
がん

出典：国立がん研究センターがん情報サービス

「
予
防
」＋「
早
期
発
見
」が
重
要
で
す
。

日本人におけるがんの要因

一年の計は

！？
がん

元旦にあり

山田医院

山田 憲次先生
…５つの健康習慣のうち０または１つのみ
　実践した場合のリスクを１００とした場合

この中の
２つでも改善すれば

15％もリスクが減ります！
できるところから
始めましょう！

禁煙する

身体を動かす

節酒する
食生活を
見直す

適正体重を

維持する

リスク
軽減！

② ①2018年1月１日発行 広報きたもと No.959

喫煙
受動喫煙

感染

飲酒

塩分摂取

過体重・肥満

野菜摂取不足

果物摂取不足

運動不足

全体

２９．７％
０．２％

０％

０％
０～１ ２ ３ ４ ５

２０％ ４０％ ６０％

２２．８％

９％

１．９％
０．８％

０．７％

０．７％
０．３％

５３．３％

男性
喫煙

受動喫煙

飲酒

過体重・肥満

塩分摂取

果物摂取不足

運動不足

野菜摂取不足

ホルモン剤使用

全体

５％

感染 １７．５％

１．２％

０％ ２０％ ４０％ ６０％

２．５％

１．６％

１．２％
０．８％

０．６％

０．４％
０．４％

２７．８％

女性

２０％

４０％

６０％

８０％

１００％
男性 女性

８６％８６％

７２％７３％

６１％
６８％

５７％

男性で43%リスクが低下
女性で37%リスクが低下

６３％

健康づくり課（☎594-55４４）

959_P28-31特集.indd   27 2017/12/15   17:41:41



特集 ●

　B型、C型肝炎ウィルスマーカーが
陽性の人は、非常に肝がんにかかり
やすくなります。保健所や市の検診、
医療機関等で、一度は肝炎ウィルス
の検査を受けましょう。感染してい
る場合は専門医に相談しましょう。

●ヘリコバクター・ピロリ菌が陽性の人
胃がんにかかりやすくなります。感染している場合は定期的に主治医に相
談し、必要な検査や検診を受けましょう。
●ヒトパピローマウィルスが陽性の人
子宮頸がんにかかりやすくなります。市の子宮頸がん検診等を定期的に受
けましょう。

　市では、国が定めた「胃がん」「肺がん」「大腸が
ん」「乳がん」「子宮がん」のほか、「前立腺がん」の
検診を行っています。市の会場で行う集団検診
と医療機関で行う個別検診があり、検診内容や
対象者、実施期間等は、広報紙でお知らせして
います。対象の人はぜひお申し込みの上、受診し
てください。
　なお、気になる症状がある人は、検診を待たず
に、医療機関に受診しましょう。

　国が定めた検診ではありませんが、医師会の
協力により、平成２７年度から、一定の年齢の人
に対して、胃がんリスク検診を実施しています。
　これは、現在の胃がんの有無ではなく、将来
の胃がんのなりやすさに大きく影響する「ピロリ
菌」感染および感染の結果起こる胃の萎縮状況
の有無を、血液検査で調べるものです。
※検診対象年齢の人に通知をしています。

〝がん〟になりにくい暮らしかたのコツ

　禁煙すると、下表のとおり早い時期から効果が出
やすく、禁煙期間が長くなるほど効果は高まります。

・たばこは吸わないようにしましょう
・他人のたばこの煙を避けましょう

　「ピンクリボンの会きたもと」は、3年前に発足し
ました。市民の皆さんに、乳がんを正しく知ってい
ただくため、また、乳がん検診の大切さを知ってい
ただくため、日々活動しています。
　乳がんに限らず、多くのがんは早期発見により、
治癒率が高くなります。日本は検診の受診率が低
く、発見が遅れるため、がんは不治の病というイ
メージがありますが、決してそうではありません。
がんはとても身近な病気だという認識をもち、怖が
らずに検診を受けてください。

　また、医療の進歩により、がんを経験した後の人
生も長くなっています。今は、がんと共存する時代
です。正しい知
識が広まり、サ
バイバー（がん
経験者）に対す
る差別や偏見が
1日も早くなくな
ることを願って
います。

 膵がんは、初期の自覚症状がほとんどなく、早期発見が
難しい病気です。多くの場合、かなり進行した状態で発見
されることから、治療方法が限られるため、残念ながら、他
のがんに比べて５年生存率が低く、がんによる死亡の第４
位にまで上昇してきています。
 北里大学メディカルセンターでは、地域の医療機関と協
力し、膵がんを早期に発見するプロジェクトを立ち上げま
した。北本市内を始め、鴻巣市、桶川市、伊奈町や、その他
の地区の医師から、膵がんリスクの高い人を紹介してもら
い、センターで腹部超音波検査（US）や超音波内視鏡

（EUS）、CT、MRIなどによる専門的な検査、定期的な経過
観察を行うことで、膵がんの早期発見、早期治療を目指す
ものです。
　主膵管拡張、膵のう胞、膵がんの家族歴、遺伝性膵がん
症候群、遺伝性乳がん卵巣がん症候群、ポイツ・ジェガー
ズ症候群などの患者や、糖尿病、慢性膵炎、肥満などがあ

る人、また喫煙や大量飲酒もリスクになります。心配があ
る人は、ぜひお近くの医療機関でご相談ください。
　広島県尾道市では、JA尾道総合病院と、地域の医療機
関との連携で取り組み、既に成果をあげています。北足立
地区でも、ぜひ成功させたいと考えています。

■対策

　肝臓がん、大腸がん、食道がん等については、飲酒
との関連が強く、節酒の効果が期待できます。

・お酒を飲む場合は以下の表を目安にしましょう
■対策

　食塩の摂取量が多いと
胃がんにかかりやすくな
ります。また、熱い飲食物
の摂取により、食道がん
にかかりやすくなります。

・食塩の摂取量は最小限にする
・飲食物をなるべく冷ましてから摂る

■対策

食塩摂取量と
胃がんのリスク

（摂取量が少ない人を1.00とした場合） （BMI値が標準の人を1.00とした場合）

　肥満は乳がんにかかる
リスクが高まります。身体
活動を高めることで、乳
がんだけでなく大腸がん
の予防効果もあります。

・歩行や、それと同等以上の身体活動を１日60分行
いましょう

■対策

　身体活動量を高め、偏らず
にバランスのとれた食事を
し、肥満を解消することで、が
んにかかりにくくなります。 男性は２１～27、女性は21～25の範囲に入るように体重を管理しましょう。

■適正体重を維持する「BMI」を計算してみよう

体重 ㎏÷ × ＝身長 ｍ 身長 BMIｍ

膵管内乳頭粘液性腫瘍IPMN経過観察中診断したTS1膵がん

MRI（MRCP)像 EUS像

北里大学メディカルセンター消化器内科
木田光広

２年前 診断時

禁煙期間
１～９か月

10年
せきや息切れが減る
肺がんのリスクが喫煙者の約半分に下がる

健康上の変化
●日本酒…１合　●ビール大瓶…１本　●ワイン…ボトル1/3
●焼酎・泡盛…原液で2/3合　●ウィスキー・ブランデー…ダブル１杯

１日の飲酒量の目安

0

1.00

２.２３

１.３２

２.２５
2.00

少ない人 特に多い人

男性
女性

２倍
以上に！

ＢＭＩ値と
乳がんのリスク

0

1.00

2.00

21～23 30以上

女性

２倍
以上に！

④ ③2018年1月１日発行 広報きたもと No.959
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と医療機関で行う個別検診があり、検診内容や
対象者、実施期間等は、広報紙でお知らせして
います。対象の人はぜひお申し込みの上、受診し
てください。
　なお、気になる症状がある人は、検診を待たず
に、医療機関に受診しましょう。

　国が定めた検診ではありませんが、医師会の
協力により、平成２７年度から、一定の年齢の人
に対して、胃がんリスク検診を実施しています。
　これは、現在の胃がんの有無ではなく、将来
の胃がんのなりやすさに大きく影響する「ピロリ
菌」感染および感染の結果起こる胃の萎縮状況
の有無を、血液検査で調べるものです。
※検診対象年齢の人に通知をしています。

〝がん〟になりにくい暮らしかたのコツ

　禁煙すると、下表のとおり早い時期から効果が出
やすく、禁煙期間が長くなるほど効果は高まります。

・たばこは吸わないようにしましょう
・他人のたばこの煙を避けましょう

　「ピンクリボンの会きたもと」は、3年前に発足し
ました。市民の皆さんに、乳がんを正しく知ってい
ただくため、また、乳がん検診の大切さを知ってい
ただくため、日々活動しています。
　乳がんに限らず、多くのがんは早期発見により、
治癒率が高くなります。日本は検診の受診率が低
く、発見が遅れるため、がんは不治の病というイ
メージがありますが、決してそうではありません。
がんはとても身近な病気だという認識をもち、怖が
らずに検診を受けてください。

　また、医療の進歩により、がんを経験した後の人
生も長くなっています。今は、がんと共存する時代
です。正しい知
識が広まり、サ
バイバー（がん
経験者）に対す
る差別や偏見が
1日も早くなくな
ることを願って
います。

 膵がんは、初期の自覚症状がほとんどなく、早期発見が
難しい病気です。多くの場合、かなり進行した状態で発見
されることから、治療方法が限られるため、残念ながら、他
のがんに比べて５年生存率が低く、がんによる死亡の第４
位にまで上昇してきています。
 北里大学メディカルセンターでは、地域の医療機関と協
力し、膵がんを早期に発見するプロジェクトを立ち上げま
した。北本市内を始め、鴻巣市、桶川市、伊奈町や、その他
の地区の医師から、膵がんリスクの高い人を紹介してもら
い、センターで腹部超音波検査（US）や超音波内視鏡

（EUS）、CT、MRIなどによる専門的な検査、定期的な経過
観察を行うことで、膵がんの早期発見、早期治療を目指す
ものです。
　主膵管拡張、膵のう胞、膵がんの家族歴、遺伝性膵がん
症候群、遺伝性乳がん卵巣がん症候群、ポイツ・ジェガー
ズ症候群などの患者や、糖尿病、慢性膵炎、肥満などがあ

る人、また喫煙や大量飲酒もリスクになります。心配があ
る人は、ぜひお近くの医療機関でご相談ください。
　広島県尾道市では、JA尾道総合病院と、地域の医療機
関との連携で取り組み、既に成果をあげています。北足立
地区でも、ぜひ成功させたいと考えています。

■対策

　肝臓がん、大腸がん、食道がん等については、飲酒
との関連が強く、節酒の効果が期待できます。

・お酒を飲む場合は以下の表を目安にしましょう
■対策

　食塩の摂取量が多いと
胃がんにかかりやすくな
ります。また、熱い飲食物
の摂取により、食道がん
にかかりやすくなります。

・食塩の摂取量は最小限にする
・飲食物をなるべく冷ましてから摂る

■対策

食塩摂取量と
胃がんのリスク

（摂取量が少ない人を1.00とした場合） （BMI値が標準の人を1.00とした場合）

　肥満は乳がんにかかる
リスクが高まります。身体
活動を高めることで、乳
がんだけでなく大腸がん
の予防効果もあります。

・歩行や、それと同等以上の身体活動を１日60分行
いましょう

■対策

　身体活動量を高め、偏らず
にバランスのとれた食事を
し、肥満を解消することで、が
んにかかりにくくなります。 男性は２１～27、女性は21～25の範囲に入るように体重を管理しましょう。

■適正体重を維持する「BMI」を計算してみよう

体重 ㎏÷ × ＝身長 ｍ 身長 BMIｍ

膵管内乳頭粘液性腫瘍IPMN経過観察中診断したTS1膵がん

MRI（MRCP)像 EUS像

北里大学メディカルセンター消化器内科
木田光広

２年前 診断時

禁煙期間
１～９か月

10年
せきや息切れが減る
肺がんのリスクが喫煙者の約半分に下がる

健康上の変化
●日本酒…１合　●ビール大瓶…１本　●ワイン…ボトル1/3
●焼酎・泡盛…原液で2/3合　●ウィスキー・ブランデー…ダブル１杯

１日の飲酒量の目安

0

1.00

２.２３

１.３２

２.２５
2.00

少ない人 特に多い人

男性
女性

２倍
以上に！

ＢＭＩ値と
乳がんのリスク

0

1.00

2.00

21～23 30以上

女性

２倍
以上に！

④ ③2018年1月１日発行 広報きたもと No.959
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